8-6-3　ＣＰＤ委員会

1. 主な活動の記録
(1) CPD委員会の開催

委員会開催回数：12回

(2) 主な内容

　a) CPDプログラムの認定審議

建設コンサルタンツ協会として認定するCPDプログラムの審議を行った。

認定は、下記4項目の中のいずれかに該当することとした。

· 最新技術動向の理解に役立つ内容（技術動向）

· 建設コンサルタントを取り巻く状況の理解に役立つ内容（社会性）

· 建設コンサルタントが携わる関連分野の理解に役立つ内容（総合性）

· 建設コンサルタントとしての倫理観の涵養に役立つ内容（技術者倫理）

b) Web上での会員並びにCPD記録の登録
協会HP上でCPD会員並びに個人におけるCPD記録の登録を可能とするCPDシステムの更新とその拡充を行った。
c) 「建設コンサルタンツ協会CPD制度の手引き（登録とその活用）」の発行とその公開
利用者の視点からの“マニュアル”として「建設コンサルタンツ協会CPD制度の手引き（登録とその活用）」を平成18年7月に発行し、協会HP上に公開した。この手引きでは、CPD会員の登録方法やCPD単位の取得に際し具体的な手順を示すとともに、CPD活動としてどのような内容が該当するか具体的な事例を挙げ説明を加えた。

さらに、利用者からの問い合わせに関し、Q&A並びにCPD記録の記入例をHP上に掲載した。

d) RCCM資格制度との整合性について

RCCM資格制度の更新条件として「平成22年度の資格更新時に前直近４年間にCPD100単位の取得が義務づけられた」ことを受け、前記手引きに反映させるとともにCPD制度とRCCM資格制度との整合を図った。
e) 建設系CPD協議会との協業

建設コンサルタンツ協会を含む11の学協会からなる建設系CPD協議会と連携を図り、CPDプログラムの相互承認、CPD単位の相互承認、CPD記録の通知等を実施した。

また建設系CPD協議会主催の「建設系継続教育の現状と課題に関するワークショップ」にも参加し、CPD活動の啓蒙を行った。

2. CPD登録者数
　　平成19年3月末現在のCPD登録者、CPDプログラムの登録状況は以下の通りである。

a) CPD登録者

　・RCCM取得者：6,408名

・非RCCM取得者：5,127名

合計11,535名と平成17年度末での3,365人と比較して3.4倍程度となっており、今後ともRCCM更新登録受付に伴って増加傾向にある。また、RCCM全登録者24,916人（平成18年9月1日現在）の内約25％の方がCPD会員登録を行っている状況である。

b) CPDプログラムの受付状況

・受付件数は242件

平成17年度は116件であり、H18年度では2倍程度増加した。

3. 次年度の活動について

①「建設コンサルタンツ協会CPD制度の手引き（登録とその活用）」並びに「実施要領」の改訂を行う。

②今年度の活動を継続実施する。

（CPD委員会委員長　樋口吉隆）
